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夢 は睡 眠中に生 じる主観 的経験 であ り， ときに非常 に鮮 明な視 覚体験 を伴 う．

夢 を研 究対象 と して扱 った従来 の研 究で は，主 に，眼球運動や脳 波 な ど，睡眠 中

の ヒ トの生理指標 と夢 見 との 関係性 を調べ る試み が行 われ て きた． しか し，夢 に

現 れ る特 定の視 覚 内容 が，睡眠 中の脳 活動 に どの よ うに表現 され てい るかについ

て は， いまだ明 らかに され てい なかった．近年 の機械 学習 の方 法 を用い た脳 画像

解 析技術 の発 展 に よ り，被 験者 が視 覚刺激 を提示 された時 の脳活 動や ，視 覚想 像

課題 な どを行 ってい る時の脳 活動 か ら，被験者 が見てい る視 覚内容 を解読す るこ

とが可能 であ るこ とが示 され てい る．そ こで本研 究で は， この技術 を睡 眠 中に計

測 され た 自発脳 活動へ と適用す るこ とで， 睡眠 中の脳 活動 か ら，見 た夢 の内容 を

解 読す るこ とが可能 であ るか ど うか を調べ た．一般 に夢 が頻繁 に生 じる と考 え ら

れてい る レム睡眠 は，入眠か らお よそ60分 経 たない と現れ ないが，最近の研 究 に

よって，入眠時 に も レム睡眠 中 と類 似 した夢 見体験が生 じるこ とが指摘 されて き

てい る． この知見 を も とに，本研 究で は，入 眠時 に見 る夢 に注 目し，機能 的磁 気

共鳴画像法（functionalmagneticresonanceimaging；fMRI） を用いて入眠期の脳活動計

測実験 を行 った．実験 では，被験者 にMRI装 置内で脳 波計測用 の電極 キャ ップを

装着 した状態 で眠 って も らい，脳 波か ら睡眠状態 を リアル タイ ムに判 定 しなが ら

fMRI計 測 を行 った．夢 見 と強い関連 が ある と知 られてい る睡眠脳波 が生 じたタイ

ミングで被験者 を覚 醒 させ ，直 前ま で見 ていた夢 の内容 を 自由に報告 させた ．得

られ た報告 を記録 し，再び被験者 に眠 って も ら う， とい う手続 きを何度 も繰 り返

す こ とで，夢報告 とそれ に対応 す る脳活動 デー タを大 量に取得す るこ とに成功 し

た．自由記述 に よる不 定形 な夢報告か ら夢 の内容 を表す ラベル を作成す るために，

夢報 告 中に現れ た物 体や風景 を表す 単語 をウェブ上 の言語デー タベ ースで定義 さ
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れ るカテ ゴ リにま とめ，頻 出 した主要 なカテ ゴ リを被験者 ご とに特定 した．各夢

報告 に これ らの主要 なカテ ゴ リが含 まれ てい るか否 かを求 める ことで，各夢報告

を主要 カテ ゴ リの有無 を表す2値 の ラベルベ ク トル で表 現 し， 睡眠 中の脳活動 デ

ー タの ラベ ルづ けを行 った ．また， これ らのカテ ゴ リに対応 す る画像 を実際 に見

てい る時 の脳活動 を使 って，見てい る物体 を脳 活動か ら予測す るモデル（デ コーダ）

を構築 した． このデ コー ダを，各 夢報告 が得 られた直前 の睡眠 中の脳活 動 に適用

した ところ，物体や風 景の画像 に対 して選択 的 に反応す るこ とが知 られてい る高

次視 覚野 の脳 活動 か ら，夢 に現 れたカテ ゴ リの判 別や検 出が高 い精度 で可能 であ

るこ とが示 され た． この結果 は，見てい る夢 の内容が ，実際 に画像 を見た時 と共

通 の脳活動 パ ター ンに よって，睡眠 中の視覚 野の脳 活動 に表現 され てい る ことを

示唆 してい る．本研 究は，夢 の視 覚的 内容 に関わ る脳 内表 現の実態 を明 らかにす

る とともに，夢 をは じめ， 自発脳 活動上 に表 現 され る情報 を解析す るた めの有効

なツール を提供す る ことに寄与 した．



氏 名 堀川 友慈

（論文審査結果 の要 旨）

夢 は視 覚的 な内容 を含 む脳 活動 であ るが ，たぶ ん に主観 的な現象 であ り，夢 内

容 と脳活動 の関係 は不 明であった．

本研 究で は近年 発達 した機 械学習技 術 に もとつ く神経デ コーデ ィング手法 を利

用 し，夢 内容 のデ コーデ ィングを実現 した ものであ る．

夢研 究で の最 大の 問題 は，夢 を見てい る時 の脳活 動 を計 測す るのが困難 な こ と

である．また，夢 を見て いるか ど うかをEEGに よ り特定 できた として も，一一晩

に何 度 も見 るもの ではな いため，デ コーデ ィング技術 を用い るにはデー タ数 が

足 りない とい う問題 が生 じる．本研 究で は この問題 を克 服す るため，入眠 時 に

は夢 を見てい る確 率が高 く，かっ短 時間に多 くのデー タが得 られ る点 に着 目し，

各被験者 に対 し200件 以上の夢 の報告 を得 る ことに成功 した．

さ らに各カ テ ゴ リに対 してデ コーデ ィン グに必 要 なデ ー タ数 を確保 す るため，

WordNetと 呼 ばれ る語彙デ ータベ ース を利 用 して16か ら26の シンセ ッ トを用意

した．

これ らの工夫 によ り，本研究 では睡眠時 の脳活 動 か ら夢 内容 を特 定す る ことが

できた ． さ らに脳 の各領 野 に どれ だ け夢情 報が含 まれ てい るか を定量 的に評価

した．

以上 をま とめ る と，本 論文 は，夢 内容 のデ コーデ ィ ングを実現す るた めの実験

方式 を開発 した，夢研 究 の扉 を開い た先駆 的な研究 で あ り，博 士 （理学） の学

位 に値す るもの と認 め られ る．


